
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

1 年目 

（令和 5 年度） 

土台づくり ・関係者間の顔合わせ 

・各施設における取組や子どもの実態共有、意見交換 

・既存の研修、会議の活用 

2 年目 

（令和 6 年度） 

カリキュラムの作成 ・施設類型を越えた学びの接続のためのてがかりとして、岸和田市として共通の指標となる、 

架け橋期のカリキュラム「岸和田市幼保こ小接続カリキュラム」を作成する。 

・既存の公開授業や公開保育の機会を活用した相互参観 

3 年目 

（令和 7 年度） 

カリキュラムの周知・活用 ・「岸和田市幼保こ小接続カリキュラム」周知のための合同研修会の実施 

各施設での活用での活用に向け、管理職・担任同士の意見交流（顔の見える関係づくり） 

・今後の方向性（それぞれの施設が主体となり進めていけるような素地づくり）について 

施設類型や学校種に関わらず、幼保こ小の職員が気軽に話し合える関係を構築し、 

本市の幼児教育の質的向上及び小学校教育との円滑な接続を図る。 

 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）と「３つの資質・能力」への共通理解を深める。 

・施設（授業・保育）見学や意見交換等を通じて、お互いの教育活動について知り合う。 

・架け橋期カリキュラムの検討、周知、市内全域への展開 

岸和田市幼保こ小つながる会議 

私立幼稚園連合会 市立幼稚園長 市立幼稚園専任園 市立保育所長会 

民間保育協議会 市立認定こども園 小学校長会 幼小教育の連携を考える委員会

子育て施設課 

こども園 

推進課 

学校教育課 

人権教育課 
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